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SSH(スーパーサイエンスハイスクール）

「サイエンス・アドベンチャー」下見報告

一米国東部とアーカンソー州一

もり なか とし ゆき おか もと よし お

森中敏行 ． 岡本義雄

抄録: 2011年度のSSI I (スーパーサイエンスノ､イスクール) !|f業の1つである「サイエンス．アドベ

ンチャー」 （海外ｲi川修）の企画検討のたy)の下見を行った．米同東部のボストン・ニューヨーク・

ワシントンの3都市の大学・研究所・博物館などの見学を行ったあと，南部アーカンソー州へ

移動して,現地のI断校・大学との交流の打ち合わせの他,野外実習等の候補地の見'験を行った．

米国東部ではスミゾニアン博物館・ワシントンl)(_jの政府機関を候補に決定した．南部では地元

III!数系高校のスタッフと交流の具体|'|り打ちあわせを↑13ったほか，生物・地学分野の野外観察地

を多く下見した． ｜卿部では東部とまったく異なる文化・社会を目の当たりにして米国という脚

の広さと多様性を体験できた．以止のド見を行ったことで，海外研修の骨組みが整った．

キーワード: SSH, ワシントンDC, スミゾニアン博物館， アーカンソー州, GilT,野外観察

1 ． はじめに

来年度SSH(スーパーサイエンスノ､イスクール，以|､.SSHと略す）事業のプログラムの1

つであるサイエンスアドベンチャーは，外国への研修と交流を兼ねた見学旅行を目指した

企仙iである．本校SSHの企画書には， 「国際性を養うことを目的に，海外の先端科学の研究

室や博物館などを訪問し，研究音から桁導を受けると共に，現地高校生と交流や現地での

生物系・地学系のI凋査や観察を行い， グローバルな感性を育てるとともに、 H常学習の砿

要性を認識させる｡」と!＃かれている． この行き先の検討を2010年度当初より行ったが，漠

然と米国東部の大学・研究所・博物館などを巡り，交流をする相手先を探すという案があ

っただIナで具体的な行き先等，旅行の全体像はなかなか決定できなかった． しかし, 1年

前の下見が必須であるという条件から6月中には行き先や行程を決める必要性がでてきて

焦りだした．

その折に参考になる意見を聞こうと，かつて本校で地学を担当し, 6'l校長も務められた

柴山沁彦氏（現在は地球科学に関する一般普及のXP()法人「自然環境研究オフィス」代表）

の元を訪ねた．そこで偶然ではあったが，柴山氏白身が一般の参加音を募って皇に米国へ

の鉱物採集と天体観測ツアーの計|曲iを立てておられることを知る．そしてその行き先とな

っていたアーカンソー州についてのl'l ' ltな情報をｲ!｝ることになった． また現地の市観光局
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にお勤めの八木麻【'1了･氏を紹介され， それから ・気に行程が具体化した．具体的にはそれ

までに旅行社(J1､B) と相談し候補に挙iヂていた，米国東部の大学・研究所・博物館をま

わる日程と，柴11 1氏， 八木氏から提案のあったアーカンソー州ホッ|凶スブリングスの科学

に特化した高校訪lIll ，州立火学の兄学，現地生物，地学の巡検兄'､iを地などを巡る1丁程の2

つを折半した形のド見I｣程が作られた．下見行腱の概要と職員会議報告時のコメン|､は卜ﾞ

記のとおりである（本校執筆時に部改変,追記) ．なお，主として東部の下見報告を森中，

アーカンソー‘1'|､|の1､見報告を岡本が担当した．

2．下見内容 く「見報告（職員会議報告資料）に加筆，写真を追加＞

・期間 2010年7jl21日 （水）～30LI (金) 8泊IO日

･肋|川先アメリカ東海岸（ボストン・ニューヨーク・ワシントンDC)および南部アーカ

ンソー,|'|､’ （リトルロック'li ・ホッl､スプリングス『li)

・参加巷森中敏行・岡本義雄

・ガイド米国東部：籾井和博氏（アメリカンインフォメーションサービス祉代表）

アーカンソー州：八木麻里子氏（リトルロック｢h会諭観光局）

・旅ir会社：」'1､|3IJLi ll4x (担当作木晃一氏）

＜呉体的日程とコメン|､＞

7jl2IH (水）

ノ|前10時00分

午前11時15分

午前1 1時50分

午後1時15分

′I言後4時00分

伊丹空港発AX』ヘ XHO201"

羽田空港着

羽IH空港発エアポートリムジンバス

成l ll空港着

成田空港発 I)l .276便(55分遅れ）

飛行機内では| l本人はほとんど見かけず，すで{こアメリカに入国してい

るようである．できるだけ日本人との接触がない方がよい．

デトロイト空港蒜入国審査

デ|､ロイト空港発 DLl622便

ボストン空港着路線バス・地卜．鉄で移動

公共機関での移動は， さぼど|kl難ではなく， 少人数であれば， チャータ

ーバスより， この方がよいように思う．

ホテル着 ROYALS()NIIS'l．AHOTELB()S'l,()N泊

午後2時40分

午後5時35分

午後7時4()分

'|:後9時30分
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成III";ご港にて ボストンのホテル?ウ

7〃2211 （水）

′|前9畔0()分籾jl冒氏と介流

′Im9IIf3()分地ド鉄で移動ハーバード大'.裳（向然史博物館）兇'.j::

植物、伽物，鉱物隙本が腱示されており，その収蔵数にI I制された しかしその腱

，】:I二は、解脱かなく．博物館とい）よりは，収厳庫にちル､いこり)博物館で， 般li1l

Iナの実験‘櫛I砿を受榊-1ることもI'I能標本の観察においてば， スミゾニアン自然史博

物館でも｜ ･分に'ﾘ能であﾚﾉ ､ ｽﾐソﾆｱﾝのﾉﾉが,解I税やガｲドツｱｰかあり,通し

‐くいると‘[J1､;|)れた． ，')え-cイ丁｛I1!含む必要性を感じない. Jﾉ，ハーーバート火‘､)《EJ<JIII1

を兇"1::-l ･jf)illi ll'I[は〃)ろと感じた

II'| [ JIマテルから'jj:川申:でiIBI ,へ移動

ノ|後1時3()分Ⅶ;1 ('シッズホール研究所）到ｲ'‘『研究施,没兄'γ：

研究施I没の部とl･xl 'I館を研究所のスタッフが案内するツア'一に参j川この研究｣ﾘi

から.教科･ ! I＃にも縦場1－る数多くのノーベル賞受賞昔かでている.実験プログラムや、

にり発腱的ナリミツアー|士ない．

ウッズホール水族鮒：兇学（特に特徴的な内奔はない）

ウッズホール研究'ﾘ『は．見学十るillll値ぱあるかここだji-さ{土時間をも-て紡圭-r

せっかく(､il lx, [､()(I挺で雌を伸ばしているなら、 この周辺のIKI ,｣f公|刺での'だ群を入れた↓

'｢催311.¥30分IIBI川碓

'｢樋5時()()分 「|《~ﾉ･ノレi,.f R()，M6()xEST.JI I I()｢[LB()HI()､ irl

』
､一バード大‘・ド:|' |然兜博物繊人1 1'､一ハードノ<'’誹隊Iﾉ､I

－］39－



i'+ィ1- ・鉱物の腱,】《 動物のはく製などの展示

ウッズホール海洋研究所の内部 海水魚などの飼介牌

認職 麓¥，蕊

太､ド洋戦争で東｣i(大学＝崎臨海研究所に

あった書きおきこの研究所を科'.}た研究の

たぬ戦後も大串:に残してほしいという内容

海洋研究所の玄間青いNOAA (米国大気

女i象局）のロゴか兄える．

)123R (金）

'1薯前9時30分ホテルから専川中:で移動

''二前10時30分 1'l.RGATORYCI IASilSTA1.l i l)MIK到着

旅行社より紹介された氷i'1の痕跡地形の観察を目的に行ったが，典咽的なものでは

なく，花崗聯の風化浸食地形としては平凡見学場所としては適さないと､ ll断

il；'|エ I)(RGATORYCI IASMSTA1､ l i l )ARK出発 ’､lj':111*

′|後1時00分ボストン科''･j::鮒到着

カフェテリアで昼食そげ)後，館内を兇'.jJ: (入場料大人20ドル）館内は広く，数学

から科学まで'|'箭底く展示されていた． ‘兵た， ところどころに火'､)J:生のボランティアが

7
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ブースを,没置して，子供|:l lFに解説を行っていた．また,雷のI J:人な発生装置があり，

実演か↑rわれていた腱,J《の切りuかとてもおもしろく感じた. H本の学問体系に州

った腱,jﾐとは大きく異なった機会があれば訪ねたいところ．

'F後3時30分ボストン科学館出発専用車で空港へ

'}後4時00分ボストン空港到着

'F後9時00分ボストン空港出発 I)Ll395

3時間半の遅れWl;|:iによる空港閉鎖のためJIBの現地のﾉﾉと緊急電話連絡指,jミ

を仰ぐぎりぎりまで粘れとの指示をもらう． 天候による欠航の場合，航空会社から

の宿泊先浮の保障はないまた＃航空会社の欠航判断以前に，翌日便などに振り替え

てはもらえるが，それ以降の乗り継ぎ便などはすべてキャンセルされる可能性がある

そうで．できるだけ待つことを勧められた． ル"1' '1能性がなければ，航空会社は早々

に欠航にするらしい

その後， ′|後9時を|｢'Iってから何とか離陸することとなった

午後10時30分ニューヨークラガーデイア空港到縛タクシーでホテルへ移動

'F前0時 RADISSOXI 'IIXIXGTONHOTE1"1-到着

ニューヨークのホテル('L肢も値段か尚かつたが部屋は雌も悪かった

また．ホテル周辺は，深夜にもかかわらず脳然としておりⅧ ノ|批の宿泊には不適な

環境と感じた

氷i'il痕跡とのことで行ってみたか氷iIIIが溶:ナ

てあふれHIして作った浸食地形という
こちらか意図した氷i'I1地形ではなかった

Li火な雌化木の標本ボストン博物節

-1｢l1



7月2'1 1 1 ( I :)

午前9111fOO分市;ﾉ1兄'亨:へ

・ハドソン川サークルラインクルーズ

|'I I II(J)女神やグランドゼ1-1などのマンハソタン烏の摩尺楼を川からI5分程度見学

夏休みのt唯Hで，観光'存で満員状態であった

･ I,|然史博物館

眺模は， スミソニアンほどではないが， ｜分大きく，腱,Iﾐ内容も多岐にわたって囎

富であったしかし， 人か多くて，ゆっくりと兄学できる状態ではなかったスミゾ

ニアンで充分であﾚﾉ ． あえてコースに組み込む必要を感じない

・セントラルパーク

I'|然史博物館から，セントラルパークを横切し) , メトロボリタン淀術館へ徒歩で稗

動（約10分）芝4品に転がっている瑞石に典lWl的な水iIIIの痕跡か見られたボストン

郊外のl )LI I<GA'IORYCI IASMS1A11IPARKよりずっと価ll111:がある観察が' 11.能である

･Mメトロボリタン美術館

允分に見学する価{I尚はある. ln中，ゆっくりと鑑賞したい内容で， 企展示物を1

つ1分の割合で見ていくと13年掛かかるそ>だ．

鰯
吋
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鮒

おなじみのRl llの女神このl lは熱波で摂

氏淵l瞳の暑さ

XYのハドゾン湾クルーズツアーの船上

911の現場などが紹介されろ
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段終氷期の氷河による擦痕が残る、､-セン

トラルハークの紬III尚ハ岩の露洲

哺乳額の骨格標本の腱示など特に古生物

関係の腱示が兇串:

蕊
園…蝉

－

WwWW
冒竜馬 瀞

＃

Ia1

凸

●

■

謬蕊鞠 $鼠輔
XYメトロボリタン尭術館の正IAl .多くに人

かI弥れる、ほか(こも、市|ﾉ1にはｲlギ,な美術

館か多くある．

印象派の部屋モネ，ルノワール， ゴッホ

など孵延の作&l,"1災,jt .写真はフラッシュ

のみ紫|卜

'|";) l ljf30分ホテルを出発地|､､鉄とタクシーでラガーヂィア空港へ移動．

'|綾6時30分ラガーデイア空港からl)L5925でワシントンI)(､-

午後7時50分ワシントンD(r 『』ナルドレーガン空港到ｲ!';

バス，地|く鉄， タクシーを乗り継いで，ホテルへ

午後10時00分 I I()lll)AYNXCI ､:()RGETOWN到桴

このホテルの近くに， スーハーマーケットがあり，食料〃Iなど豊富にある

内行きの循環バスのバス停もすぐ傍である． ホテルには冷厳l世の設備はない

妄た市

7j-l25I I (H)

′I前9時00分ホテルのカフェで籾ル氏と再び介流専用申:にてボルテイモアヘ移動

午前10時00分ボルテイモア市lﾉ1に到誉

LMBI (実験研修をf定している研究施設）を外から見''1/:.

ボルティモアインナーハーバーを見'､)‘:

－1/i3
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『

港に浮かぶ'lﾘL船此l '41 LU)仙､'/:戦↑ﾄ'il1W)

もり)で米| '1"|KIU) !'i'i･"-) -ifi.

ポルティモーノ" ltjitjli港か、横浜みなと蕊ら

いのk)な近代的な巡蕊iこ{；}蕊備された．

港の脇にある『:I.'.i':fi{i(/)鵬小米I Ifi ltどの都

' liでもこり）に)な「供I I 'l l i(/)f:l･'､；:館か光

'だしている．

ilIBl ←､′リンバイオ:ﾉ：クノロシーセンタ

ー． こび)IIIt体f!1､i l lで外か､』見る I 'li佼ﾉl

l iliナリ)Xil'| ,i l'il'1;かル》ろと(ﾉ)こと

'1 liil l l l lji()()分

′|後() lljFI ()分

リン．〃

'､|jl川!| ':でワシントンl)(､｡、l ll"

iノンン l､ンI)(到構

シ祈.念‘戦太どを兇'y:. そゾ)徒、 スミゾニノン|嘩物il'iへ秘勤

難産

錘

白

細
顧
霞
ｇ
毎
一雲 鑓-s 一

基？

畠歯9 ＝■

＝

71,ワイトハ『シズl liil t観光存で1,を蛇山ll ili

物ﾘ)雌恨リ) IF(k"l'llid)1( I")姿い‐j≦ｵl

もライノルを{;,ﾙパｰで腋ⅡR態勢．

そり)ホワイトハ｢フスliil l二27{|11ilか#~｣他享靜くス

ヘイン人ぴ)l又核ji･ jlピミ/u. ･.ﾉ･ン|､や棚"]<を,沼

y)ろ米| '1MII:!:(/)1"l,t(/)深さi,感じた．

’ ’ ’一



琴

有名なリンカーン祈念雌. l-同会議事堂と

グリーンベルトを挟んでII (#l･している

il 'に| [大なリンカーンのlI|；像が大仏のよ

うに座っている

撒職院

蝋，"rJI"
… …ゞ÷鋤●

ざ

膚 般峨， ．聖電
演説を‘記念するモニュメントが陪段’2に

埋められている

キング牧師かｲ)4',な旗脱を｛j‘った場所

はるかlil｣こ）にオベリスクと| '1会議事'単

''二後1時00分スミノニフゞン協会本部(キャッスル)を兄’｡;:後，徒歩で|､l然山|･l',i物伽へ

'F後1時30分 I' |然史|''j物111|i入館．

食！蔦も禽N)て約211jfilll30分見学ツアーをr約し-ていただいていたがキャ

ンセルして, I'I I I Iに兄'.1::した．特(こ，化ｲﾘや鉱物，恐竜の骨格櫟水, lll界各地ﾘ)自然

環境を再現したジオフマボどか目についた.十べてしっかりとした解説がされており『

各自か興味関心でI'l 1 11 1こ兇学することか可能である‘ さらに． より効果をあ(fるため

には，かなりの'|f前唯術か必要であることも感じた特に，生物分野においては，進

化や博物'誰|'I<JIﾉ1秤などほとんど日常では扱わないものが，展ﾉJ《のII!心であった． ツア

ーなどに参加して，研究典からの説明や質疑をすることなど， とてもイl効であると思

う是非， こび)I世,没は， コースに組み込みたい．

'|後4時00分航噸'r11岬物館人館

スミソニアン博物鮒の!| 1でも最も人気のある博物館で，航空機や'r11 1.に関する機器

や飛行体の腱,1tかけわｵLている．第吹|II二界対戦のブースでは，零戦の鵬,1，やボーイ

ングの旅秤機， さらに(tアホロ:|画で使IHされたi･fili船などか， 償た新雌には，原爆

投ド”エノラケイもl災,l馬されているやや, l lil家i義的なにおいか,li↓についた‘瀞前

准備があれ|ビ㈱ | ' l l l lな兄‘,jX:も｜分､｢能で〃〕ろ．

スミソニアン|!',i物f11'ilt ,;|･ l8の博物館庭術鮴l 'il ､‘ﾉ動物I*|からなるIM界岐ﾉW)|･#

物館群で． 1億3.63()ﾉﾉ~ "II､'t#,の文化遺産や標本をiﾘr!厳し公開し‐でいる多くり〕施,没|士，
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ナショ'ナル・モール地I又にあり，徒歩で兄て’喪わることが口I能であるぜひこの博物

館郡で， 1日ゆっくりとI1,¥|川をかけた見学を,il･lll1iしたい．

このI Iは全米のボーイスカウトの催しがワシントンDCであり，多くの少年や世諦を

する大人が居たがどの岡でもご多分にもれず，疲れて博物館の床に座り込む子供たち

を世‘謡する大人が大変そうだった．ちなみにこのHも猛暑でワシントン｢府内のバスは

無料となった華氏100度を超えると，冷")(/)fllいたバスは低所得-片のための避難所か

わりになるとかそのi!lt粋でﾉl後は博物館に入った途端にすさまじい夕立に包まれる

|｣本と災なり大陸の気象の激しさを実感するl lとなった．

職
騨認か悩琴

由

有-f,な| '1然史博物鮒の玄|淵．大変暑い|jで

このl lの午後はすさまじい夕立に包まｵL

る

スミソニアン博物館は大小10数館の博物

館群の総称写真の本部の唯物英国人ス

ミソンの寄|､1．で建てられ米｢il政府が管理

なお，ボストン． ワシントンl)CはⅢ1-全体がアメリカ史の|#物iWであり，市|ﾉ1敞策

にも｜分{lllilllIがある． ．kた, | I常のニュースや映I山iに益場するホ!ノイトハウスやl '1f,

離！'1:'雌，ペンタゴンなどを兄‘､強することで， ｜Ⅱ:界を身近に感じられる．ボストンを| ｜

梶|-猫､くのであれば、 ワンントンDCは廷』|; ,組み込みたい．

ハヤ,左ダイヤモンドブルーホープを。 ' ｜

兇kうと殺到する人々．

玄関を入るとl i大な象の腱,〆
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器ｲi鉱物標本もすごい鼠． これは|]然金

の標本l腿,j〈．

こちらはくじらのｲﾐ身のノルIミ

1

航ﾂig'宇宙博物館の玄|蝋l入りI I 航'ｲ写'r11,.博物館内部

属'二後6時00分 IIj内術隙ハス( 1 ドル）でホテルに到満

この口も1 101 .11)AYINNGIIORGETOwMIll .

7｣ 126日 （月）

ノ｢後2時20分：メンフイスシグネーチヤーリi豊港発この間乗り継ぎの航空会社の

所在が不明で大変難儀する．

J1､Bアメリカ事業に篭話で問い合わせるが、

′I後3時25分：ホットスプリングス空港到着

八木麻里子さん（リトルロック市観光局)， コラ･イースタディさん（ホットスプリ

ングス観光局）が川迎えこの頃からひどい夕､?:となる

八木さん運転コラさん道案内の単一で

･jI()untallハalleySi)rmg(S､()Inptmyの見学応対･は1場民のDennislhoma蔚氏

温泉のロ噴水のプラスティックボトルガラス瓶への格納工程の兇'7: (1Wl:i:Iの中）

この日の宿衲はl:ilIMSS,'SL1TESH()ISI)RIN(I5

－L17-
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蝿
Jd1

蝿I

蛾
舜
や
叡
置
ｂ

ﾛ

譲
蕊易』
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噌鎧
け■由

釘

垂
邑

垂
づ 宝典 や毛 L 一

号？ L
･五 二

弐向鈴迄‘・ 』 、蕊塞読

M()Lllllil inMlllcySpring社の~[場兄'､i::ml,,i*

iこ関係-;|､ろミネラルウオーター‐(ﾉ) ,i,'i6/) .i2

みを↑】､っている｜-|本にも'|輔lll．

メンブイスからホソトスプリン

かう小型機．乗'制土我々だけで，

能． しかし遠くに1:IW典かみえる，

グスに向

紫色を堪

71127u (火）

午前8時45分： 八水さん． メアリー･ニールソンさん（姉妹都市財団)"| !f!fr

′|前9時00分AI･ki1ns"Sch()ol lbrilalhcIIla[1",S(･I(､11(J(､ il1l(l lhc.Arts 訪問

理科jﾐ任のl)I･｣}riil1lM()ns()n氏，校長のl)rllug()氏が案Iﾉ1

理科関係のi渚,没備や'.}::校の概要の説明を受ける． ,MIIiな術品やI｢化された実験I没術

少人数の実験， イリ|:先II!心の授業構成などに深く感銘を受ける．

卒業生の多くは1 li1l．vard, Sli'nlbl･dMI' 1など枕ﾉ<'､i：:の理系に進学するとのこと人

｜ ｜わずか5〃入たら-1雪のこの街に全米で15校しか/fいf'l!数系,冑j校の8f: | |U)llll校で＃）

るらしい校介itl l ,いり州埖の移転後の建物を改修して|'kっているそのためl i火なオ

ートクレーブなどか【心>ろ恵まれた立地．

′｢:9iill時00分↑ III1)ゞ稗,弥間 1 1(|tSprin蔦市長を炎敬,i"間 l l本の花巻巾と姉妹H|j 1ljを紬ん

でいる誰など‘を｡)かか．)．記念撮影を↑]豐)

’

人数{t25人くらいのクラスとか‘没附(tl･こ

く物にならないほど整備されている､

.11，kansas Sch()()l lt !l･ ilillh(､mil[i(PsScicn(Jc

tlll[l th<1 .当rtS佼の爽験噸(ﾉ)I没備
I

－1.'8
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こちらは小規模な実験案．ところ狭しと実

験器具が並べられている．

ホットスブリングス市の市長を表敬訪問

思いがけない歓迎に感激！

(街の食堂で昼食）

午後1時00分圃唯公|刺サービスのラッド氏からil,l泉施設や温泉の概要説1ﾘl ,公園内の

案内をしてもらう

午後3時00分ガーバン･ウッドランド森林植物I刺訪問（ここは，理数系高校の野外実習

でも使われる） ゴルブカートで公園内を移動兄学． アジア庭園など． また案内者の

BobB,．ers氏は庭|刺建築のエキスパート．

午後4時30分ﾜｼﾄｰ湖のブﾚｰｸﾘｰグﾑｻｲﾄを兄学.

澱

陸|虻公園サービスのラッド氏より，市内の

撒泉などの説明を受けろ．

淵.泉かiｿ)いている露頭このI､､に淵泉街が

あり”かって病院として使われた

ガーバン・ウッドランド森林植物園テー

マ別に多くの植物かｲll'iえられた植物園が

ある

船に乗ってワシトー湖岸の地伽＃蕗頭を観

察. W11111や断層か観察できるほか化伯.産地

もあるらしい
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7月28R (水）

午前8I|キ15分八水さん， メアリーさんll l迎えメアリーさん遮1膳の車で．

午前9時30分地ﾌ喧産ノバキュライト腿頚兇学石器や最近では低ｲ『に用いられている．

午前10時30分茂鉄鉱のあるマグネット‘コープ見学，採集案内はArkansasGCologicil

SurvcVのilichCIHoward氏と地元教育愛員会理科関係からの2人．

’ ｌ
ｌ
－
贈

沙ー

一
一
一

地元温泉街のりl)j院として使われた艤挺施
三『L

11X

地元産の砥イ,として珍重されるノバキコ

ライ|､の露砿

黄鉄鉱やチタン鉄鉱の結晶がいたるとこ

ろに落ちている
マグネットコープの露頭

(昼食）

午後連'膳はシェリル･ファーガソンさん（アーカンソー州観光局）に替わる．車は州の

公用車コラ･イースタディさん（ホットスブリングス観光脇） と八木さんも同ｲr

午後2時30分キヤサリン湖州立公睦l 上ゞジターセンターで職員の方から，湖周辺の動

植物についての詳しい説明を受ける．キャンプも可能とか

これより， リトルロックヘ移動八水さんとコラさんで．

午後4時00分アーカンソー州立大'､i::キャンパス化学．/li物.地学系の棟で准教授の

CarlSlal)IcI()11氏の出迎えと学部のI説Iﾘlを受け，その後，助教の()Iga l､arasenkoさんの,｛‘j

校生を受け入れる大学の科学研究プログラムについて, I)P1を兇ながら詳細”説lﾘlを

受ナろ. 1 l本の高校生が参加してくオLろのは大歓迎だとの‘ず紫を受Iナるご_E人は東

大で研究IIｷ代に知り合った日本人のﾉノ （･1､Dxm系の研究荷）だそうで、今後ご上人を皿

し-てI I本紺でのメール応答もI'I能． ‐今特に今後「ブルーソIⅡ」の海外版との関連で卿

|50



味深い．

1後5時30分 リトルロ

児':i:: 夜ホテルに帰る

'ク' |IIﾉ､I(/)糸杉の公園のほかヒナクルl l l (火体観測適地）を

| {()li(lilv-innlittlerock泊

蕊因由凸１

；

識蕊露羅

キ-Yサリン湖州､｣/:公園のビジター棟地ﾉﾋ

のlljﾙll'i物の説明を受ける．

案内してくれたビジターセンタースタッ

フとおllt話になった観光局のスタッフ．

ソーリ'|､|京大学助教の()lga

さんの研究常にて

天体観測の適地ヒナクルl l lの駐申場あた

りふもとには兄‘'1房なIﾙ(ﾉﾄ林もある

アーカン

Ii'l､i眠〔､nk()

711291 1-30日 リトルロックからのI II.朝の乗り継ぎ機が遅延でキ-1'ンセルされたためⅧ

‘11｝路か大きく変更となりアトランタ絲由でソウル（インチョン空港）一関空と長距離

を乗り継いで帰国した．

3． まとめ

201 1il渡のためのSSH海外ｲﾘ|:修(-'ノーイエンス・アドベンチ-Y-) (/)企l'l'i立案のための下

兇をｲ1.つたアメリカ東部では米l 'il(/) III二界をリードする科学の伝統や災･||#『に触れるため

JK'.i:: 研究所｜專物館を幾つか兄'&j::候捕'二挙げ訪問したい‐i窪ｵLも侭短あったが， ス

ミソニアン博物館と色-部ワンントンl〕cのたたずまいを妓終的に′| ;徒に経験させることに

した米同の飛ぶ烏を落とす勢い0)脈ﾙﾋのようなものを′k徒に体験させられるはずである．

アメリカ南部ではアーカンゾー州の理欺系高校州､r大'.j':の肋ill1を『｣･った現地事情を

,i瀞lllに見学できたほか、 |f'jこ）のスタッフと具体的な交流の打ち合ｵ)せかでき彼らの心

からひ)歓迎の姿勢を確認できたのがこり） |､児の最大の成果で"〕るあわせて生物系・地学

系を!']心に野外実習の候補地を幾つか|､､兇した、 この''1から呪地での/|純”実習を行わせ
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る企画を考えていきたい．東部では驚くべき米国文明の発展を支える競争社会の現実やビ

ジネスの実情に触れ，それとは正反対に南部ではゆったりとして家族的なホスピタリティ

という全く別の姿を体験できるはずである． これら2つの地域を訪問することで米国の多

様性とすさまじい発展の原仙力となるものを理解する端緒となるのではないかと期待して

いる．

＜謝辞＞

本下見の遂行にあたり，多くの方にお世話になった．元副校長の柴山元彦氏にはアーカ

ンソー州観光局等とのコンタクトの仲立ちをしていただいた． JTBの春木晃一氏には旅行

の各種手配をいただいた．現地観光社の籾井和博氏には現地での案内と，米国建国事情な

ど様々な話を聞かせていただいた． リトルロック市会議観光局の八木麻里子氏には，丁寧

な現地見学の設定と案内のほか，交流先との折衝，現地事情の情報提供など，多義にわた

りお世話になった． またホッ|､スプリングス市長はじめ，現地で様々な形でお世話になっ

た方々にもお礼申し上げます．

なお本視察の費用の一部は、財団青松から支援いただきました．重ねて感謝申し上げま

す
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AreportofthepreparingtripfbrSSHprogramnamed

.､ScienceAdventureinUS.､nextyear

MORINAKATbshiyuki andOKAMOTOYbshio

Abstl･act:

Apl℃p:1r:ltiontripfbrSSH, Supel･-Science-High-School, I)1､ogramnamed"Science

AdventureinUS"nextvearwascarriedout.Oul､visitedsitesarefamousuniversities,

museumsandinstitutesineasternUS, includingtheHarvardUniv., theWoodsHole

Institute and the SmithsonianMuseum. AIs() we appointed to the stafrof

sciencc･()1･ientedhighschool inHot-spring,AR.Variousexchangeprogramsandfield

wol･kplansl､elatedwithbiologyandgeologywereplanedanddiscussedthroughthis

tour. IntheeasternUS,oul､studentscanunderstandthel･isingpowerofUSscience

andeconomMwhileinArkansastheymustexperiencekindhospitalityofthesouthern

US.Throughit,wewillconvincethebroaddivel･sityoftheil､cultureandremindthe

secrctoriginoftheUSpowers

KeyWords:SSH,SmithsonianMuseum,distancelad(lcr,stellal､evolution
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